
１ 事業報告（２０２４年度） 

 

 今期は「持続的な企業価値や施設価値の向上の取組みや、ESG に配慮した経営を通じて、

地域社会やステークホルダーに愛される商業施設づくりを推進し、商業振興とまちづくりの 

発展に寄与する」との経営方針の基で施策を着実に実行してまいりました。 

来たる２０２７年のノクティプラザ開業３０周年を見据えた取り組みとしては、約２億円

を投じて積極的な設備投資を行い施設価値の向上を図りました。具体的には、ノクティビジ

ョンを新機種に更新し、よりクリアな画像と音響で訴求効果を向上させたほか、１ビル入口

ファサード（外観）の改装工事や LED サインへの更新など店頭をリフレッシュしてお客様

の利便性をより高めるとともに、２ビル外エスカレーターのインバータ機器交換や客用トイ

レ照明 LED 化、１ビル１階ビオトープ（庭池）のリニューアルを行い、環境に配慮した取

り組みを継続して行いました。その他、テナントスタッフ様用の休憩室を居心地の良い室内

に改装するなど、職場環境の改善もはかりました。 

地域へ貢献する取り組みでは、川崎フロンターレ、川崎ブレイブサンダースへの継続協賛

のほか、川崎市市制１００周年記念事業実行委員会への参画や、広報事業のゴールドメディ

アパートナーとして記念事業の推進に協力しました。また、川崎市公債「グリーンボンド」

を購入し川崎市の環境施策に貢献しました。その他、市民コンサート、キラリデッキイルミ

ネーションなどのイベントを地域団体や行政と一体となって実施したほか、２ビル屋上を近

隣の保育園に利用いただき、地域の保育環境の充実に寄与しました。 

これらの取り組みに加え、マルイ・テナント・地元との共催イベントやポイントカードか

らアプリへの移行、ポイント２０倍デーなどの販促効果により、来店されたお客様の数は２

０７２万人で前年比１００％、テナント売上高は１ビル４階フロア改装に伴い７５億７百万 

円と前年比９８％でした。当社の売上高は２２億８５百万円と前年比６百万円の増収となり 

ましたが、当期純利益については積極的な設備投資のほか、エネルギー価格の高止まり等の 

物価高騰などが影響し１８百万円の赤字となり、増収減益となりました。 

当社は、１９９５年の会社設立以来、再開発事業の成果を継承・発展させることを目的に

ノクティの管理・運営及びテナント誘致や集客・販売事業施策を通じて、安定的・持続的な

成⾧を目指した経営活動に取り組み、地域社会やステークホルダーに愛される商業施設を目

指してまいりました。２０２５年度以降につきましても、２年後のノクティプラザ開業３０

周年を見据え、設備投資の着実な実施など持続的な企業価値や施設価値向上の取り組みを通

じて、お客様・地域社会・ステークホルダーの皆様に貢献してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 



２ 決算状況（２０２４年度） 

 

（１） 貸借対照表  （２） 損益計算書  

 （単位：千円）   （単位：千円） 

資 産 の 部  科  目 金  額 

流  動  資  産 １，６５３，８９８  売 上 高 ２，２８５，９３０ 

固  定  資  産 ２，３０４，８２０  売 上 原 価 ２，１７６，０６３ 

   (有形固定資産) ４２７，４８０  売上総利益 １０９，８６６ 

(無形固定資産) １８，３０６  販売費及び一般管理費 １３２，８６４ 

(投資その他資産) １，８５９，０３３  営 業 利 益 △２２，９９７ 

資 産 合 計 ３，９５８，７１８  営業外収益 ９，８６４ 

負 債 の 部  営業外費用 ３，０６２ 

流  動  負  債 ５３６，６３３  経 常 利 益 △１６，１９５ 

固  定  負  債 ２，０１７，７３７  当期純利益 △１８，５０４ 

負 債 合 計 ２，５５４，３７１    

純 資 産 の 部    

株  主  資  本 １，４０４，３４７    

(資 本 金) ３００，０００    

(剰 余 金) １，１０５，３４７    

(自己株式) △ １，０００    

純 資 産 合 計 １，４０４，３４７    

負債及び純資産合計 ３，９５８，７１８    

 


